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今
年
三
月
で
閉
校
に
な
る
鴨
居

瀬
小
学
校
で
、
三
月
十
八
日
、
最

後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
卒
業
生
は
、
男
子
五
名
、

女
子
二
名
の
計
七
名
で
す
。

　
一
年
を
通
じ
て
、
花
い
っ
ぱ
い

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
鴨
居
瀬

小
学
校
ら
し
く
、
満
開
の
菜
の
花

が
会
場
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。
記

念
品
の
授
与
で
は
、
先
生
達
が
手

作
り
し
て
く
れ
た
思
い
出
の
写
真

い
っ
ぱ
い
の
ア
ル
バ
ム
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
卒
業

生
は
感
激
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
生
ら
は
、
廃
校
式

で
植
え
た
桜
の
花
が
満
開
に
な
る

二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
八
日
に
、

再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
厳
原
町
久
根
田
舎
に
建
設
中
だ

っ
た
大
調
小
学
校
新
校
舎
が
完
成

し
、
三
月
十
二
日
、
新
校
舎
多
目

的
ホ
ー
ル
で
、
落
成
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
佐
伯
市
長
職
務
執
行

者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
校
舎
引
渡

式
、
対
馬
教
育
事
務
所
長
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
祝
辞
、
学
校
長
謝
辞
が

行
わ
れ
、
児
童
代
表
で
六
年
生
の

松
本
恵
太
君
、
斉
藤
一
樹
君
、
小

麦
洋
市
君
三
人
が
、
「
す
ば
ら
し

い
校
舎
を
あ
り
が
と
う
。
短
い
間

だ
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

作
り
た
い
。
」
と
、
お
礼
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。
式
の
後
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
全
校
児
童

に
よ
る
「
大
調
太
鼓
」
が
演
奏
さ

れ
、
落
成
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
木
造
二
階
建
て
の
校
舎
は
、
延

べ
床
面
積
千
百
三
十
三
㎡
、
総
事

業
費
約
三
億
九
百
万
円
で
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
一
階
に
は
普
通
教
室

を
四
教
室
、
校
長
室
、
職
員
室
、

保
健
室
、
事
務
室
と
百
七
十
四
㎡

の
多
目
的
ホ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
目
的
ホ
ー
ル
と
普
通

教
室
の
壁
は
可
動
式
で
、
教
室
と

多
目
的
ホ
ー
ル
を
一
緒
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
階
に
は
、
三
つ
の
特
別
教
室

と
図
書
室
、
特
別
活
動
室
、
別
館

に
音
楽
室
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
館

が
十
六
年
度
事
業
で
、
旧
校
舎
跡

地
に
建
設
予
定
で
す
。

新
校
舎
完
成 
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お
別
れ
お
茶
会�

�　三
月
十
二
日
に
比
田
勝
保
育
所

で
、
「
お
別
れ
お
茶
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
保
育
所

が
、
お
茶
の
講
座
を
月
に
一
回
、

手
話
の
講
座
を
月
に
二
回
、
四
、

五
才
児
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
成
果
を
試
す
機
会
で
し
た
。

　
空
組
（
年
長
組
）
の
子
供
た
ち

二
十
一
人
が
、
お
世
話
に
な
っ
た

手
話
の
梅
野
吉
朗
先
生
、
お
茶
の

小
島
智
子
先
生
、
お
母
さ
ん
達
に

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

お
茶
を
点
て
ま
し
た
。

　
礼
儀
作
法
、
言
葉
づ
か
い
な
ど

丁
寧
で
、
全
員
上
手
に
で
き
ま
し

た
。

た

お
お
つ
き


